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新型コロナウイルスワクチン接種事業に関する意見書  

 

 2020年 初 頭 に 始 ま っ た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （ Ｃ Ｏ Ｖ Ｉ Ｄ － 19）

拡大は、 国内感 染 者数 45万人、死 亡 者数 8,800人を超え （３月 22日現在 ） 、

変 異 型 に よ る 第 ４ 波 へ の 懸 念 も あ っ て 、 い ま だ 終 息 へ の 道 筋 が 見 え て い

ない。  

確 立 さ れ た 治 療 法 が 見 つ か ら な い 中 、 ワ ク チ ン 接 種 へ の 期 待 が 高 ま っ

て い る も の の 、 ワ ク チ ン 自 体 の 数 量 確 保 や 搬 送 方 法 に 関 す る 課 題 が あ り 、

接 種 事 業 の 実 務 を 担 う 自 治 体 は 具 体 的 な 事 業 見 通 し を 明 確 に 立 て ら れ ず 、

市民の不安に応えにくい状況に陥っている。  

こ の よ う な 状 況 の 下 、 武 蔵 野 市 は 2021年 １ 月 ７ 日 か ら 、 ワ ク チ ン 接 種

推 進 本 部 を 設 置 し 、 一 刻 も 早 い 接 種 実 施 に 向 け て 、 最 大 限 の 努 力 を し て

いるところである。  

 よ っ て 、 武 蔵 野 市 議 会 は 、 国 に 対 し 、 ワ ク チ ン 接 種 事 業 の 確 実 な 実 施

のため、下記のような対策強化を求める。  

 

記  

 

１  医 療 関 係 者 等 の 関 係 機 関 と の 連 携 を 一 層 強 化 し 、 確 実 な 接 種 事 業 の

実施に努めること。  

２  ワ ク チ ン の 供 給 時 期 と 量 、 資 材 類 の 供 給 な ど 、 自 治 体 へ の 迅 速 で 的

確な情報提供に努めること。  

３  国 民 の 健 康 を 守 る た め 、 自 治 体 と 国 民 に 対 し 、 副 反 応 へ の 対 応 な ど

的 確 で 十 分 な 情 報 提 供 に 努 め る と と も に 、 必 要 な 財 政 的 措 置 を 行 う こ

と。  

４  ワ ク チ ン 接 種 事 業 を 確 実 に 実 施 す る た め の 人 員 配 置 に 必 要 な 財 政 的

措置を行うこと。  

５  全 国 の 自 治 体 間 で 格 差 が 生 じ る こ と の な い よ う 、 公 正 で 公 平 な 配 分

を行うこと。  

６  や む を 得 な い 事 情 に よ り 、 住 民 票 所 在 地 以 外 で の 接 種 を 希 望 す る 国

民に対しても公平な配分を行うこと。  

７  接 種 を 希 望 す る 国 民 と 、 体 質 な ど の 理 由 で 接 種 を 希 望 し な い 国 民 の

間で、人権侵害が起こらないよう、配慮に努めること。  

 

 以上、地方自治法第 99 条の規定により、意見書を提出する。  
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